
 
 

 

 

 

 

平成２８年熊本地震の被害に係る保健医療・衛生・物資関係の健康福祉局の対応について 

 

項目  対応状況（4月 19日 8時現在） 

緊急医療 

【ＤＭＡＴ】 

 ・１６日早朝から１８日までＤＭＡＴ１６チームを派遣 

 ・１９日から２０日までＤＭＡＴ３チームを派遣 

 ・県庁本館５階医療介護計画課内にＤＭＡＴ調整本部を設置し，運営中 

 

【ドクターヘリ等】 

 ・１６日に岡山・山口のドクターヘリ，広島県防災ヘリ，広島市消防ヘリを派遣 

  （広島・島根のドクターヘリで中国５県を対応） 

 ・１７日から岡山と広島のドクターヘリが交替（ドクターヘリの派遣は１７日で終了） 

保健衛生 

【広島県災害時公衆衛生チーム】 

 ・上益城郡甲佐町の避難所への広島県災害時公衆衛生チーム第１班の県職員３名 

  （保健師２，行政職員１）を編成し，１８日朝８時に出発（１９日から活動） 

精神科医療 

精神保健 

【ＤＰＡＴ】 

・１５日１５時３０分にＤＰＡＴ先遣隊４名を派遣し，活動拠点本部（熊本赤十字病院）  

で避難先３か所の後方支援活動を実施（精神科医師１，看護師１，精神保健福祉士１，

県職員（保健師）１） 

 

・１６日夜の地震で倒壊の恐れが出た病院の入院患者１１２名の鹿児島県への搬送を調

整し，搬送に同行（１７日朝７時５０分出発～２３時終了） 

 

・交替の第２班４名を編成し，１８日朝８時に出発（１９日から活動） 

救援物資 

【毛布】 

・毛布２０，０００枚の支援要請を受け，１６日午後に備蓄倉庫（広島空港隣接）から

広島県トラック協会にて手配したトラック７台で出発し，避難所へ搬送済 

給水応援 

【給水車】 

 ・日本水道協会広島県支部から，１６日に給水車４台（広島市２台，三次市１台， 

  呉市１台），１７日に２台（福山市１台，東広島市１台）を熊本市上下水道局へ派遣 

義援金 
【義援金】 

 ・県民からの義援金（現金）の受付を１９日から開始 

※日本赤十字社広島県支部は，１６日以降，医療救護班を独自派遣 

※公益社団法人広島県薬剤師会は，１８日に医療救護活動としてモバイルファーマシー（移動薬局車両）を派遣 

※現地は薬剤・機材・水・食料が不足しており，派遣チームは１週間分を持参 
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